
２６年度の市長の施政方針演説。（２月２６日）市長はこの結びで福島二本松城の戒石銘「爾俸爾

禄 民膏民脂」を紹介。いまの言葉でいえば―。職員の給料はすべて市民の汗とあぶらの結晶であ

る―。そのことを自覚し肝に銘じ、先頭に立って「住み易さ日本一」をめざして全力で取り組むと決意

を表明した。その勇気に共感する一方で、いくつかの施策について大きな違和感も。 

２６年度の吉川市一般会計当初予算は。前年度比５，４％増の 188 億円余。国民健康保険など６つ

の特別会計当初予算は前年度比 8.6％増の 130 億 3 千 2 百万円余。総額では 6.7％増の 318 億 3

千 2 百万円の規模に。防災、子育て、新庁舎など新しい施策を中心に説明も行われた。代表質問で

伊藤が予算討論には稲垣が立ち、市政の方向性に一部疑問を投げて改善を求めるとともに予算内

容の各分野にわたり質問しました。 

                                                                                                                                                                                                                平成平成平成平成 26262626 年年年年 4444 月月月月    9999 日発行日発行日発行日発行    

 

議会   

 

しわ寄せ蝶か 

                   ～違和感と期待感と～ 

違和感違和感違和感違和感①①①①＜＜＜＜産婦人科問題、一ボタンの掛け違い放置産婦人科問題、一ボタンの掛け違い放置産婦人科問題、一ボタンの掛け違い放置産婦人科問題、一ボタンの掛け違い放置＞＞＞＞        この問題。一年余経て未解決。医療

機関とともに市政への不信感がじわりと広がっている。妊産婦へしわ寄せの出る施策はとらない―その一点

に揺るぎがなければ、行政の対応はおのずと異なっていたはずだ。 

今回「医療マップ」を一部手直ししたが、根本的解決を放置。ボタンが掛け違ったままでは、矛盾が一段と拡

大することに。これが血税を注いでの公務ですか。市長はこの問題の発端は除名の２医療機関が別の医師

会を立ち上げようとしたことにある。早期に和解し復帰をと繰り返すのみ―。この問題は医師会の内部で係争

中ですが、これとは別に市の行政運営をめぐって市民の間から訴訟が提起されてもおかしくない状況。 

不祥事の誘発を含め事態は深刻なままです。 

違和感違和感違和感違和感②②②②＜＜＜＜水道水フロリデーション。水道水フロリデーション。水道水フロリデーション。水道水フロリデーション。啓啓啓啓発発発発は必要なのかは必要なのかは必要なのかは必要なのかーーーー＞＞＞＞        フッ素の有効性をここで論じ

るつもりはありません。が、全市民のライフラインである水道水にフッ素を混入するフロリデーションについて

は、吉川市が率先してやるべきテーマではなく、多数決で実行できるものでもありません。市民に強い反対の

声が出る中で、市長は任期中に実施することは考えていないと明言しながら、その有用性について啓発は続

けるとの答弁を繰り返しました。そんなに職員はヒマなのか。今、公務として優先して取り組むことなのか。 

違和感違和感違和感違和感③③③③＜＜＜＜「新トンネル」溢水。本気で再発防止を！「新トンネル」溢水。本気で再発防止を！「新トンネル」溢水。本気で再発防止を！「新トンネル」溢水。本気で再発防止を！＞＞＞＞        武蔵野線下の「新トンネル」。先の

台風で１ｍ余浸水。一時は「貯水槽」に。ラッシュ時４時間の通行止め。警報機が作動し、車輌に影響はなく、

欠陥とは受け止めていないとの今回の答弁でしたが、市内の南北を結ぶ幹線トンネル。県と市の担当者が事

前、事後十分協議し、再発防止に万全を期すことが急がれます。 

「吉越橋」は先の記録的大雪で、２月 14 日１８時３０分から翌朝４時まで通行止めに。これから架け替えの「吉

川橋」についても、大雪対策の設計にぬかりのないよう求めるとともに、通行止めの看板や規制の在り方（建

設業協会に委託）、についても十分留意をと要望。越谷公園線と３３４号線を結ぶ未買収の市道用地。７.8 年

も放置、折角の道路が機能不全でかえって危険との市民の声も出ています。 
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行
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茂

行

茂

行

    

    

大

久

保

・

石

井

ク

リ

ニ

ッ

ク

が

市

の

指

定

医

療

機

関

か

ら

除

外

さ

れ

て

一

年

が

経

ち

ま

し

た

。 

 

『

今

ま

で

通

り

予

防

接

種

や

検

診

を

受

け

た

い

』

と

い

う

声

は

届

い

て

い

ま

せ

ん

。

区

域

外

接

種

の

為

、

不

必

要

な

負

担

を

強

い

ら

れ

て

い

ま

す

。

混

乱

と

不

安

は

増

幅

し

、

市

民

へ

の

し

わ

寄

せ

は

続

い

て

い

ま

す

。

 

多

く

の

市

民

は

、

医

師

会

内

部

の

争

い

も

さ

る

こ

と

な

が

ら

、

事

態

を

収

拾

し

な

い

（

出

来

な

い

）

吉

川

市

行

政

に

、

怒

り

・

失

望

・

不

審

を

抱

い

て

い

ま

す

。

誤

り

を

認

め

ず

、

改

善

を

図

ろ

う

と

し

な

い

市

に

、

直

ち

に

解

決

を

図

る

べ

き

と

の

立

場

で

、

質

問

、

提

案

を

し

ま

し

た

。

 

医

師

会
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師
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フ
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エ

ン

ザ

予

防

接

種

料

金
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事

件

で
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公
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取

引

委

員

会

が

吉

川

松
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医

師

会

に
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し
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独

占

禁

止

法

違
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定

し
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置
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し

た

。
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健

事

業
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す
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と

し

て
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師

会
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関

係
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き

で
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と

質
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。

市

は

、

『

医

師

会

と

の

信

頼

関

係

を

基
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に

、

今

後

も

実

施

体

制

を

構

築

し

て

い

く
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『

市

と

し

て

、

遺

憾

の

意

を
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す

と
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も

に

、

適

正

な

措

置

を

取

り

、

市

民

の

信

頼

回

復

へ

向

け

努

力

す

る

よ

う

申

し

入

れ

た
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と

答
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決
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医

師

が
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師
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を

立
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し
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る

市

に
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、
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除

名
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京

地

裁

で
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中
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か
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方
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拙

速
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で
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市

の
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ミ

ス
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ら

に
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分
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後
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が
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せ
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長

は
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出

来

る
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正

な

対

応

を
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事
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除
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別
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長

は

、
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は

１
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％

市
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側

に
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医
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医

師

会

の

平

井

会

長

は

、

東

京

地

裁

の

証

人

尋

問

（

3/5

）

で

、

『

医

師

会

と

し

て

は

、

市

の

決

定

に

従

う

』

『

協

力

し

な

い

と
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て
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と
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て
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す
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市
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師
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２

月

26

日

か

ら

３

月
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で

開

催

。

21

議

案

を
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し

、

全

議

案

を

可

決

。
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問

 

市

長

の
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方

針

を
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け

、

ま

ず

市

長

と

し

て

の
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う

。

防

災

・

減

災

対

策
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育

て
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齢
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庁
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設

、

周

辺

地
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権
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流

れ
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、
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介
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収
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、
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抑

制

し

捻

出

に

知

恵

を 
55

億

８

千

万

円

の

積

算

 

い

と

う

い

と

う

い

と

う

い

と

う    

正

勝

正

勝

正

勝

正

勝

    

新

庁

舎

建

設

は

先

に

基

本

設

計

案

を

公

表

。

市

民

意

見

を

一

ヶ

月

に

わ

た

っ

て

公

募

。

２

２

件

、

４

３

点

に

つ

い

て

提

案

等

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

今

回

現

時

点

で

の

建

設

費

に

つ

い

て

５５

億

８

千

万

円

余

に

の

ぼ

る

こ

と

も

明

ら

か

に

。

資

材

費

ア

ッ

プ

、

消

費

税

、

そ

れ

に

「

支

持

層

」

 

深

さ

が

50

ｍ

余

に

達

す

る

こ

と

に

伴

う

基

盤

固

め

の

費

用

５

億

５

千

万

円

の

追

加

な

ど

。

こ

れ

ま

で

の

見

通

し

を

15

億

円

上

回

る

大

幅

増

額

。

 

思

い

切

っ

た

抑

制

策

。

上

限

を

決

め

て

の

対

応

を

と

求

め

ま

し

た

が

、

社

会

状

況

の

変

化

も

あ

り

、

一

定

の

枠

を

設

け

る

こ

と

は

困

難

と

の

答

弁

。

 

現

庁

舎

用

地

に

つ

い

て

は

、

健

康

保

険

セ

ン

タ

ー

の

駐

車

場

用

地

を

確

保

の

上

、

売

却

の

方

針

。

総

額

４

億

円

程

を

見

込

ん

で

い

る

と

の

こ

と

。

一

部

設

計

変

更

も

含

め

縮

減

に

つ

と

め

国

な

ど

の

補

助

金

の

活

用

に

も

知

恵

を

と

要

望

。

 

 

市

民

開

放

、

利

活

用

 

こ

れ

か

ら

詰

め

る

こ

と

に 

 

「

市

民

と

と

も

に

歩

む

、

開

く

」

―

市

役

所

の

本

来

業

務

。

防

災

の

拠

点

。

そ

の

一

方

で

未

利

用

の

ス

ペ

ー

ス

や

使

用

さ

れ

て

い

な

い

時

間

帯

で

の

有

効

活

用

に

ど

う

道

筋

を

つ

け

る

の

か

。

「

市

民

委

員

会

」

の

早

期

発

足

を

と

の

提

案

に

は

市

民

に

愛

着

の

持

て

る

庁

舎

に

し

た

い

と

の

方

針

は

強

調

し

た

も

の

の

、

市

民

委

員

会

に

つ

い

て

は

消

極

的

姿

勢

。

議

会

棟

の

開

放

に

つ

い

て

も

ま

だ

内

容

は

な

に

も

決

ま

っ

て

い

ま

せ

ん

。

実

施

設

計

案

が

固

ま

る

の

は

年

明

け

。

市

長

選

挙

と

も

重

な

る

時

期

。

こ

れ

か

ら

の

詰

め

に

向

け

て

さ

ら

に

関

心

を

寄

せ

て

く

だ

さ

い

。

 

 

新

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー 

 
 

 

28

年

４

月

営

業

開

始

へ 

 

 

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

は

民

間

の

資

金

と

活

力

を

利

用

す

る

Ｐ

Ｆ

Ｉ

事

業

。

３

月

22

日

の

審

査

委

員

会

で

事

業

者

内

定

。

㏍

グ

リ

ン

ハ

ウ

ス 

グ

ル

ー

プ

（

安

藤

ハ

ザ

マ

。

三

菱

 

電

機

等

）

総

事

業

費

57

億

７

千

 

万

円

。

26

年

６

月

正

式

契

約

。

設

計

な

ど

事

業

内

容

を

詰

め

、

27

年

建

設

工

事

。

28

年

４

月

営

業

開

始

予

定

。

敷

地

き

よ

み

野

５

丁

目

北

側

の

７

千

５

百

㎡

。

鉄

骨

２

階

建

て

２

千

９

百

㎡

。

衛

生

管

理

。

太

陽

光

。

Ｌ

Ｅ

Ｄ

。

見

学

者

廊

下

に

工

夫

。

11

の

小

学

校

、

中

学

校

へ

の

配

送

。

一

部

高

齢

者

デ

ー

サ

ー

ビ

ス

の

配

食

も

。

ア

レ

ル

ギ

ー

食

。

災

害

時

の

炊

き

出

し

も

。

 

新

保

育

所

二

ヶ

所

。

吉

川

美

南

駅

前

（

定

員

70

人

）

と

美

南

地

区

の

三

郷

団

地

北

側

（

定

員

60

人

）

。

い

づ

れ

も

27

年

４

月

の

オ

ー

プ

ン

予

定

。

 

 

竣

工

は

市

政

20

周

年

 

チ

ャ

ー

ム

ア

ッ

プ

作

戦

を 

  
越

谷

・

三

郷

・

松

伏

と

協

力

の

フ

ル

マ

ラ

ソ

ン

。

江

戸

川

、

中

川

。

各

学

校

、

公

共

施

設

。

み

ど

り

な

ど

も

っ

と

お

し

ゃ

れ

に

。

「

女

性

チ

ー

ム

」

で

推

進

の

提

案

も

。

 

  

  

戸

張

市

長

の

施

策

。

ち

ょ

っ

と

変

よ

―

。

と

違

和

感

を

持

つ

人

も

多

い

だ

ろ

う

。

行

政

全

般

に

精

通

し

、

高

給

を

取

り

、

常

識

人

で

あ

る

は

ず

の

部

長

ク

ラ

ス

が

、

産

婦

人

科

問

題

や

フ

ロ

リ

デ

ー

シ

ョ

ン

の

扱

い

に

つ

い

て

の

答

弁

で

は

、

型

に

は

ま

り

、

精

彩

を

欠

く

。 

▽

そ

ん

な

答

弁

で

は

世

間

に

通

用

し

な

い

。

お

客

様

軽

視

の

施

策

は

あ

り

得

な

い

。

そ

れ

は

小

学

生

以

下

の

答

弁

等

々

。

理

不

尽

さ

に

あ

き

れ

、

私

の

舌

鋒

も

時

に

は

げ

し

く

な

る

場

面

も

。 

▽

「

小

学

生

以

下

」

は

ひ

ど

す

ぎ

る

と

、

３

月

議

会

で

も

発

言

直

後

に

審

議

ス

ト

ッ

プ

。

議

長

が

差

配

し

た

り

、

代

表

者

会

議

。

時

に

議

会

運

営

委

員

会

も

開

か

れ

、

多

く

の

場

合

多

数

意

思

で

お

詫

び

、

取

り

消

し

の

方

向

が

決

ま

る

。 

▽

議

会

は

言

論

の

府

。

取

り

消

し

よ

り

反

論

で

向

き

合

う

の

が

筋

だ

と

思

う

の

だ

が

―

。

な

に

よ

り

、

ボ

タ

ン

を

掛

け

違

っ

た

ま

ま

施

策

を

継

続

す

る

頑

迷

さ

。

公

務

と

は

何

か

。

公

金

と

は

。

市

民

と

は

誰

の

こ

と

か

。 

▽

い

ま

ど

き

の

小

学

生

。

も

っ

と

レ

ベ

ル

が

高

い

よ

。

と

Ｐ

Ｔ

Ａ

や

こ

ど

も

た

ち

か

ら

叱

責

の

声

が

沸

き

起

こ

ら

な

い

よ

う

願

い

な

が

ら

―

。 
 

 
 

 
 

 
 

い

と

う

 

 

 

 

 

 

 



                                    

                                    いながき・いとうのいながき・いとうのいながき・いとうのいながき・いとうの    3333 月議会報告月議会報告月議会報告月議会報告    

    

    

3333 月月月月 11111111 日、委員会の休憩中、女性職員の肩に「セクハラ」と言いながら気軽に手を触れ、日、委員会の休憩中、女性職員の肩に「セクハラ」と言いながら気軽に手を触れ、日、委員会の休憩中、女性職員の肩に「セクハラ」と言いながら気軽に手を触れ、日、委員会の休憩中、女性職員の肩に「セクハラ」と言いながら気軽に手を触れ、

相手に不快感を抱かせる結果を招きました。相手に不快感を抱かせる結果を招きました。相手に不快感を抱かせる結果を招きました。相手に不快感を抱かせる結果を招きました。    

悪意がないとはいえ軽率で誤解を招く行為であり、ご本人をはじめその場に居合わせた職悪意がないとはいえ軽率で誤解を招く行為であり、ご本人をはじめその場に居合わせた職悪意がないとはいえ軽率で誤解を招く行為であり、ご本人をはじめその場に居合わせた職悪意がないとはいえ軽率で誤解を招く行為であり、ご本人をはじめその場に居合わせた職

員の皆様にも不快の念を感じさせたことは、私の不徳の致すところで認識の甘さを深く反省員の皆様にも不快の念を感じさせたことは、私の不徳の致すところで認識の甘さを深く反省員の皆様にも不快の念を感じさせたことは、私の不徳の致すところで認識の甘さを深く反省員の皆様にも不快の念を感じさせたことは、私の不徳の致すところで認識の甘さを深く反省

致します。ご本人をはじめ職員の皆様に対しお詫び申し上げます。致します。ご本人をはじめ職員の皆様に対しお詫び申し上げます。致します。ご本人をはじめ職員の皆様に対しお詫び申し上げます。致します。ご本人をはじめ職員の皆様に対しお詫び申し上げます。    

また、また、また、また、市民の皆様をはじめ市民の皆様をはじめ市民の皆様をはじめ市民の皆様をはじめ議員各位に対しましても、ご迷惑、ご心配をおかけし誠に申し訳議員各位に対しましても、ご迷惑、ご心配をおかけし誠に申し訳議員各位に対しましても、ご迷惑、ご心配をおかけし誠に申し訳議員各位に対しましても、ご迷惑、ご心配をおかけし誠に申し訳

ござござござございません。いません。いません。いません。    

今回のことは今回のことは今回のことは今回のことは、議会開会中、衆人環視の会議室でのことであり、ご指摘を頂いた、議会開会中、衆人環視の会議室でのことであり、ご指摘を頂いた、議会開会中、衆人環視の会議室でのことであり、ご指摘を頂いた、議会開会中、衆人環視の会議室でのことであり、ご指摘を頂いた    

事態を厳しく受け止め、今後言動には十分注意してまいります。事態を厳しく受け止め、今後言動には十分注意してまいります。事態を厳しく受け止め、今後言動には十分注意してまいります。事態を厳しく受け止め、今後言動には十分注意してまいります。        いながき茂行いながき茂行いながき茂行いながき茂行    

    

    

この事件について、議会の全員協議会記録を読みました。本人の言動に非がないとは思い

ませんが、第三者による事実の調査がないまま、日頃の稲垣議員の活動に反発する意識から、

辞職をも求めるような内容です。重大さを唱えるなら、市民が客観的に事実を知ることがで

きる調査も必要です。そのような状況のもとで、事実が簡潔に記された朝日新聞地方版の数

行の記事も読み全体像がみえてきました。事件はさほど複雑なものではありませんでした。 

当事者の心情もあり、事の軽重は措きますが、市職員の「セクシャルハラスメント防止要

綱」に基づく、苦情相談もない様子です。対象職員が特定されており、それは個人を秘匿す

るほどのものではなかったのか、議会と事務局が相当の配慮を欠いているのかの何れか分り

ません。その後、職員からの申し立てもないところを見ると結局、記事の通り、「肩に触れた

という行為」だけで、どう見ても要綱の定義である「性的な関心に基づく」行為ではなかっ

たと見て取れます。記録では「事の重大さ」の意見が横溢していますが、地方自治法に定め

られる懲罰の手続きが取られた形跡もありません。事が人権に関わり重大なことなら、本来

の手順を踏んだ取扱いこそが職員の人権に配慮した行動ではないでしょうか。不用意に「セ

クハラ」という言葉を用いたことが、非難の的になっていると思われます。非難も批判も事

実に即して的確に行われるべきで、その後の成り行きを観察すると結局、「針小棒大」の誹り

を免れないと感じています。日頃の稲垣議員の活動に対する単なる遺恨の表明としか見えな

い記録でした。ともあれ、稲垣議員には注意深い行動を求めるのは当然のことですが、こん

な議会の状況を目にすると、非生産的なことに労力を費消し、多くの今後の市政課題を適切

に処理できるのかと不安を覚えます。(中川台 阿部 透) 

 

編

集

後

記 
 

 

『

脇

が

甘

い

』

。

い

く

ら

白

昼

、

衆

人

環

視

の

下

、

た

と

え

冗

談

と

は

と

い

え

「

セ

ク

ハ

ラ

」

と

言

っ

て

、

知

り

合

い

の

女

性

職

員

の

肩

に

触

れ

た

の

は

軽

率

な

行

為

だ

。 

日

頃

か

ら

、

狙

わ

れ

て

い

る

の

が

分

っ

て

い

な

が

ら

。

 

『

絶

対

に

お

詫

び

は

し

な

い

方

が

良

い

。

す

れ

ば

、

必

ず

利

用

さ

れ

る

』

『

逆

に

、

名

誉

棄

損

で

訴

え

た

方

が

良

い

』

と

の

忠

告

も

。

 

『

脇

が

甘

い

』

は

主

に

男

性

。

『

お

詫

び

す

る

な

。

訴

え

る

べ

き

』

は

主

に

、

周

囲

の

女

性

達

か

ら

私

に

寄

せ

ら

れ

た

。

 

最

終

的

に

、

私

は

議

会

で

お

詫

び

を

し

た

。

そ

れ

は

、

女

性

職

員

の

肩

に

触

れ

た

こ

と

、

そ

の

こ

と

に

対

し

周

り

の

職

員

や

本

人

が

不

快

に

感

じ

た

。

と

い

う

こ

と

な

の

で

。

 

親

愛

の

情

で

『

久

し

ぶ

り

。

元

気

で

や

っ

て

い

る

』

と

の

意

味

で

肩

に

触

れ

た

と

し

て

も

、

相

手

が

ど

う

感

じ

、

受

け

止

め

る

か

と

い

う

こ

と

が

大

切

な

事

だ

か

ら

で

す

。

深

く

反

省

す

べ

き

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

 

そ

の

上

で

、

言

い

た

い

。

そ

れ

に

し

て

も

、

事

実

の

確

認

や

検

証

も

せ

ず

、

お

詫

び

さ

せ

る

や

り

方

は

良

く

な

い

。

 

周

り

の

職

員

か

ら

申

し

出

が

あ

っ

た

と

い

う

が

、

議

会

と

し

て

誰

一

人

そ

の

話

を

聞

い

て

い

な

い

。

ま

た

議

会

と

し

て

、

本

人

に

事

情

聴

取

も

行

っ

て

い

な

い

。

聞

い

た

の

は

議

会

事

務

局

局

長

だ

と

い

う

。

 

私

に

対

し

て

は

、

議

長

と

副

議

長

よ

り

、

事

実

だ

け

を

聞

き

た

い

と

聴

取

が

あ

っ

た

。

そ

の

後

、

代

表

者

会

議

を

経

て

全

員

協

議

会

へ

。

 

弁

明

の

機

会

も

与

え

ら

れ

ず

、

『

一

方

的

な

事

実

』

で

議

論

が

進

め

ら

れ

、

お

よ

そ

世

間

の

常

識

か

ら

か

け

離

れ

た

意

見

で

、

厳

罰

に

す

べ

き

（

勿

論

、

反

対

意

見

も

）

と

の

方

向

へ

。

 

う

ま

く

行

け

ば

辞

任

。

最

低

で

も

、

一

般

質

問

の

取

り

下

げ

、

と

考

え

た

の

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

…

…

。

 
 

 
 

 
 

（

い

な

が

き

）

 


